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まえがき

前近代（琉球王国時代）における琉球（沖縄）の自然災害（特に地震・津波等）の発生

はどのような状況だったのか、という素朴な疑問から本研究はスタートした。例えば、今

日において広く利用されている『沖縄大百科事典」（1983年、沖縄タイムス社）を見ると、

別巻所収の「沖縄・奄美総合歴史年表」に、

１６６５年大地震発生

１７６０年大地震があり、首里城の石垣が５７カ所損壊する

１７６８年大地震があり王城の石垣をはじめ家屋、多数損壊し、慶良問島では津波によ

る被害が出る

１７７１年明和の大津波（宮古・八重山で遭難者１万１８６１人）

などの記事があり、また、本巻中に「地震」（木村政昭執筆）、「津波石」（目崎茂和）、

「津波伝説」（仲間敦子）、「明和の大津波」（牧野清）などの項目が収録されているも

のの、全体に情報不足の感が否めない。文献研究に基づく地震・津波研究はその後に刷新

された点はあるものの、分析事例は限定的であり、全体的な発生状況を網羅的に見通した

仕事は皆無といえるように思う。

そこで本研究では、参照可能な主要歴史文献を渉猟し、その中に登場する地震・津波を

はじめとする自然災害記事を抜き出したうえで、その情報をデータベースとして整備する

ことを目標とした。

文献情報のデータベース化を重視したのは、従来の琉球（沖縄）災害史の検討において

『球陽』などの一部の文献資料が扱われたことはあるものの、幅広く文献資料を渉猟する

ことがなされていなかったためである。その意味で、前近代における自然災害史に関する

文献情報をより豊富化することによって、沖縄地方気象台などにおいてある程度蓄積され

ているはずの近代・現代の災害史情報にドッキングすることを意図した。また、そのこと

を通じて、琉球（沖縄）災害史をながいスパンに立って検討する作業に道を開き、災害史

研究そのものや災害予知研究などに役立ててもらえればと考えた。

さらにまた、文献情報のみに特化するのではなく、一つの試みとして、民間信仰や民俗、

あるいは方言などの分野で自然災害に関わる事象を抽出できないかと考えた。災害に対し

て人々はどのように向き合ったのか、その体験を人々はどのように記憶してきたのかとい

う問題を探るための切り口であり、豊富な成果が得られたかどうかはさておき、災害史を

考える際に必要となるスタンスを示したつもりである。

上記の作業をふまえたうえで、研究代表者および研究分担者各自で検討したテーマにつ

いての論文や研究ノートを収録して、本報告書は成り立っている。

最後に、文献』情報の収集やデータベース作成の面で院生・学生の勝連晶子、上里隆史、

与那嶺哲、大八木智子、安崎文人、山田浩世、石附馨、高崎典子、福地有希、山城彰子諸

氏に、データ編集では勝連晶子・仲間恵子・高橋ユキ氏のお世話になった。この場をかり

て感謝のことばを贈りたい。

２００８年２月

研究代表者高良倉吉
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